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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】本発明のインク組成物、インクジェット記録用インク及び記録方法は表面張力な
どのインク物性をコントロールし、受像紙へのインクの浸透性を向上させ、インク滲み及
び色移りを防止することができる。さらなる高画質化の点から、印画物の金属様光沢、保
存安定性に優れるインク組成物、インクジェット記録用インク及び記録方法を提供する。
【解決手段】少なくとも、第１の色材、及び第２の色材を含有するインク組成物であって
、前記第１の色材が、水溶性アゾ系染料であり、前記第２の色材が、複素環式化合物から
なる染料であり、前記第２の色材のインク組成物中における含有量（質量％）が、前記第
１の色材のインク組成物中における含有量（質量％）に対して、質量比率で、０．００１
以上１．０以下であり、該インク中の遷移金属イオンの含有量が０．０００１ｍｍｏｌ／
ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであることを特徴とするインク組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、第１の色材、及び第２の色材を含有するインク組成物であって、
　前記第１の色材が、下記一般式（Ｙ）で表される化合物であり、前記第２の色材が、下
記群Ａから選択される少なくとも１種の化合物であり、前記第２の色材のインク組成物中
における含有量（質量％）が、前記第１の色材のインク組成物中における含有量（質量％
）に対して、質量比率で、０．００１以上１．０以下であり、該インク中の遷移金属イオ
ンの含有量が０．０００１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであることを特徴とするイ
ンク組成物。
一般式（Ｙ）
【化１】

（一般式（Ｙ）中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子またはカチオンを表し、Ｍがカチオンを
表す場合はＬｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオンまたはＮＨ４

＋イオンを表す。）
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【化２】

（群Ａ中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子またはカチオンを表し、Ｍがカチオンを表す場合
はＬｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオンまたはＮＨ４

＋イオンを表す。）
【請求項２】
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　前記群Ａより選択される化合物が、１、２、３及び８から選ばれる少なくとも１種であ
る請求項１に記載のインク組成物。
【請求項３】
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物において、Ｍの主成分がＫ＋イオンであり、群Ａよ
り選択される化合物において、Ｍの主成分がＫ＋イオンである請求項１又は２に記載のイ
ンク組成物。
【請求項４】
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物及び群Ａより選択される化合物におけるＭが全てＫ
＋イオンである請求項１～３のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項５】
　前記第１の色材の含有量が、インク組成物全質量を基準として、１質量％以上１５質量
％以下である請求項１～４のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項６】
　前記第２の色材のインク組成物中における含有量（質量％）が、前記第１の色材のイン
ク組成物中における含有量（質量％）に対して、質量比率で、０．００１以上０．２以下
である請求項１～５のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項７】
　前記第２の色材の含有量が、インク組成物全質量を基準として、０．０１質量％以上１
．１質量％以下である請求項１～６のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項８】
　前記遷移金属イオンがＴｉ，Ｃｒ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｍｏ，Ｐｄ
，Ａｇ，Ｃｄ，及びＨｇのイオンより選択される少なくとも1種であることを特徴とする
請求項１～７のいずれか一項に記載のインク組成物。
【請求項９】
　前記遷移金属イオンの含有量が０．０１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであること
を特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載のインク組成物。
【請求項１０】
　前記染料を０．２～２０質量％含有することを特徴とする請求項１～９のいずれか一項
に記載のインク組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のインク組成物を用いることを特徴とするインク
ジェット記録用インク。
【請求項１２】
　支持体上に白色無機顔料粒子を含有する受像層を有する受像材料にインク滴を記録信号
に応じて吐出させ、受像材料上に画像を記録するインクジェット記録方法であって、イン
ク滴が請求項１～１０のいずれか一項に記載のインク組成物からなることを特徴とするイ
ンクジェット記録用インク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録画像の品質が高く、吐出安定性に優れ、しかも得られた画像の保存性が
優れたインク組成物、インクジェット記録用インク及びそれを用いたインクジェット記録
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンピューターの普及に伴いインクジェットプリンターがオフィスだけでなく家
庭で紙、フィルム、布等に印字するために広く利用されている。
　インクジェット記録方法には、ピエゾ素子により圧力を加えて液滴を吐出させる方式、
熱によりインク中に気泡を発生させて液滴を吐出させる方式、超音波を用いた方式、ある
いは静電力により液滴を吸引吐出させる方式がある。これらのインクジェット記録用イン
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クとしては、水性インク、油性インク、あるいは固体（溶融型）インクが用いられる。こ
れらのインクのうち、製造、取り扱い性・臭気・安全性等の点から水性インクが主流とな
っている。
【０００３】
　これらのインクジェット記録用インクに用いられる着色剤に対しては、溶剤に対する溶
解性が高いこと、高濃度記録が可能であること、色相が良好であること、光、熱、空気、
水や薬品に対する堅牢性に優れていること、受像材料に対して定着性が良く滲みにくいこ
と、インクとしての保存性に優れていること、毒性がないこと、純度が高いこと、更には
、安価に入手できることが要求されている。しかしながら、これらの要求を高いレベルで
満たす着色剤を捜し求めることは、極めて難しい。
　これまでの研究により、インクジェット記録用インクの性能の改善が行われてきている
。特許文献１には、特定のピラゾリルアゾ色素により、インクジェット記録用インクに要
求される良好な色相と堅牢性の高さを両立できることが開示されている。特許文献２～４
にも特定のピラゾリルアゾ色素が記載されている。また、特許文献５には特定構造のアゾ
色素を含むインク中における、遷移金属イオン濃度を特定濃度以下とすることで、色素の
堅牢性を抑制し得ることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－０８３９０３号公報
【特許文献２】特開２００５－２６４０８５号公報
【特許文献３】特開２００７－２２４２７６号公報
【特許文献４】特開２００６－５７０６２号公報
【特許文献５】特許第３８４４３４０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年の更なる研究により、インクジェット記録用インクに求められる性能として、高速
印字適正が挙げられる。そのためには表面張力などのインク物性をコントロールし、受像
紙へのインクの浸透性を向上させ、インク滲み及び色移りを防止する必要がある。同時に
さらなる高画質化の点から、印画物の金属様光沢、いわゆるブロンズ現象を高いレベルで
改良し、さらに、優れた保存安定性が要求され続けている。
　しかしながら、インクの受像紙への浸透性や、印画物のブロンズ光沢、保存安定性に対
する解決法については、前記特許文献１及び２には開示がない。
　本発明が解決しようとする課題は、受像紙への浸透性が優れた、印画物のブロンズ光沢
を抑制し、保存安定性に優れるインク組成物、インクジェット記録用インク並びに記録方
法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の課題は、下記〔１〕～〔１２〕によって達成された。
【０００７】
〔１〕
　少なくとも、第１の色材、及び第２の色材を含有するインク組成物であって、
　前記第１の色材が、下記一般式（Ｙ）で表される化合物であり、前記第２の色材が、下
記群Ａから選択される少なくとも１種の化合物であり、前記第２の色材のインク組成物中
における含有量（質量％）が、前記第１の色材のインク組成物中における含有量（質量％
）に対して、質量比率で、０．００１以上１．０以下であり、該インク中の遷移金属イオ
ンの含有量が０．０００１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであることを特徴とするイ
ンク組成物。
一般式（Ｙ）
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【化１】

（一般式（Ｙ）中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子またはカチオンを表し、Ｍがカチオンを
表す場合はＬｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオンまたはＮＨ４

＋イオンを表す。）
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【化２】

（群Ａ中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子またはカチオンを表し、Ｍがカチオンを表す場合
はＬｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオンまたはＮＨ４

＋イオンを表す。）
〔２〕
　前記群Ａより選択される化合物が、１、２、３及び８から選ばれる少なくとも１種であ
る〔１〕に記載のインク組成物。
〔３〕
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物において、Ｍの主成分がＫ＋イオンであり、群Ａよ
り選択される化合物において、Ｍの主成分がＫ＋イオンである〔１〕又は〔２〕に記載の
インク組成物。
〔４〕
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物及び群Ａより選択される化合物におけるＭが全てＫ
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＋イオンである〔１〕～〔３〕のいずれか１項に記載のインク組成物。
〔５〕
　前記第１の色材の含有量が、インク組成物全質量を基準として、１質量％以上１５質量
％以下である〔１〕～〔４〕のいずれか１項に記載のインク組成物。〔６〕
　前記第２の色材のインク組成物中における含有量（質量％）が、前記第１の色材のイン
ク組成物中における含有量（質量％）に対して、質量比率で、０．００１以上０．２以下
である〔１〕～〔５〕のいずれか１項に記載のインク組成物。
〔７〕
　前記第２の色材の含有量が、インク組成物全質量を基準として、０．０１質量％以上１
．１質量％以下である〔１〕～〔６〕のいずれか１項に記載のインク組成物。
〔８〕
　前記遷移金属イオンがＴｉ，Ｃｒ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｍｏ，Ｐｄ
，Ａｇ，Ｃｄ，及びＨｇのイオンより選択される少なくとも1種であることを特徴とする
〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載のインク組成物。
〔９〕
　前記遷移金属イオンの含有量が０．０１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであること
を特徴とする〔１〕～〔８〕のいずれか一項に記載のインク組成物。
〔１０〕
　前記染料を０．２～２０質量％含有することを特徴とする〔１〕～〔９〕のいずれか一
項に記載のインク組成物。
〔１１〕
　〔１〕～〔１０〕のいずれか一項に記載のインク組成物を用いることを特徴とするイン
クジェット記録用インク。
〔１２〕
　支持体上に白色無機顔料粒子を含有する受像層を有する受像材料にインク滴を記録信号
に応じて吐出させ、受像材料上に画像を記録するインクジェット記録方法であって、イン
ク滴が〔１〕～〔１０〕のいずれか一項に記載のインク組成物からなることを特徴とする
インクジェット記録用インク。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のインク組成物、インクジェット記録用インク及び記録方法は表面張力などのイ
ンク物性をコントロールし、受像紙へのインクの浸透性を向上させ、インク滲み及び色移
りを防止することができる。さらなる高画質化の点から、印画物の金属様光沢、いわゆる
ブロンズ現象を高いレベルで改良し、保存安定性に優れるインク組成物、インクジェット
記録用インク及び記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１０】
　本発明者らは、上記の技術課題を解決するために検討を行い、本発明に至った。すなわ
ち、本発明のインク組成物は、
　少なくとも、第１の色材、及び第２の色材を含有するインク組成物であって、
　前記第１の色材が、下記一般式（Ｙ）で表される化合物であり、前記第２の色材が、下
記群Ａから選択される少なくとも１種の化合物であり、前記第２の色材のインク組成物中
における含有量（質量％）が、前記第１の色材のインク組成物中における含有量（質量％
）に対して、質量比率で、０．００１以上１．０以下であり、該インク中の遷移金属イオ
ンの含有量が０．０００１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌである。
　第１の色材である一般式（Ｙ）で表される化合物と、第２の色材である下記Ａ群から選
択される少なくとも１種の化合物とを特定の質量比率で含有し、遷移金属イオン含有量を
０．０００１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌとすることにより、インク組成物の受像
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【００１１】
（第１の色材）
〔一般式（Ｙ）で表される化合物〕　本発明のインク組成物において使用する第１の色材
であるアゾ染料は、一般式（Ｙ）で表される。以下に、一般式（Ｙ）で表される化合物に
ついて説明する。一般式（Ｙ）で表される化合物は水溶性アゾ染料（イエロー）である。
また、一般式（Ｙ）で表される化合物を「アゾ染料」と表記する場合がある。
一般式（Ｙ）
【００１２】
【化３】

【００１３】
（一般式（Ｙ）中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子又はカチオンを表し、Ｍがカチオンを表
す場合はＬｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオン又はＮＨ４

＋イオンを表す。）
【００１４】
　Ｍは、水素原子、Ｌｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオン、又はＮＨ４

＋イオンを表
し、特にＮａ＋イオン、Ｋ＋イオン又はＮＨ４

＋イオンが好ましく、更にＮａ＋イオン、
Ｋ＋イオンが好ましく、その中でも特にＫ＋イオンが最も好ましい。一般式（Ｙ）で表さ
れる染料において、少なくとも１つのＭがＫ＋イオンであることが好ましく、Ｍの主成分
であるカウンターカチオンがＫ＋イオンであることがより好ましく、全てのＭがＫ＋イオ
ンであることが更に好ましい。
　一般式（Ｙ）で表される染料は複数種類のＭが存在する混合塩の状態であってもよい。
混合塩である場合、インク中に含まれる全式（Ｙ）で表される染料が有するＭのうち、モ
ル分率で好ましくは５０～１００％、更に好ましくは８０～１００％、その中でも特に９
０～１００％のＭがＫ＋イオンであることが好ましい。Ｋ＋イオン以外のＭとしては、Ｎ
ａ＋イオン、ＮＨ４

＋イオンが好ましく、Ｎａ＋イオンがより好ましい。　
【００１５】
　また、混合塩ではなく、インク組成物中に含まれる全ての式（Ｙ）で表される染料のＭ
がＫ＋イオンであることが最も好ましい。全てのＭがＫ＋イオンであることにより、水溶
液又はインク溶液中に溶解した分子分散状態において、イオン性親水性基であるカルボキ
シ基又はその塩（－ＣＯ２Ｍ）が解離して－ＣＯ２

－とＭ＋にイオン化した状態でカチオ
ン種が交換することにより、より水溶液又はインク溶液に対して溶解性の低い塩の状態を
形成して着色剤の塩の状態で析出することを抑制し易いといった効果が得られるためであ
る。
　上記一般式（Ｙ）の化合物の中でも特に、下記式（Ｙ－１）の化合物を使用することが
好ましい。
　式（Ｙ－１）
【００１６】
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【００１７】
　一般式（Ｙ）及び式（Ｙ－１）で表される染料は、一般的な合成法で合成することが可
能であり、例えば特開２００４－０８３９０３の［００６６］及び［００６７］の記載の
方法と同様に合成することができる。
【００１８】
〔群Ａ〕
　本発明のインク組成物は、第１の色材として使用する上記で説明した前記一般式（Ｙ）
の化合物又は前記式（Ｙ－１）の化合物に加えて、インク組成物の貯蔵安定性、インクの
着色性、印画物の画像堅牢性に優れるという特徴を有する第２の色材を含有してなること
が必要である。本発明では、第２の色材として、下記群Ａから選択される少なくとも１種
の化合物を用いる。下記群Ａから選択される少なくとも１種の化合物の中でも、特に群Ａ
における化合物１，２，３，５，６又は８を用いることが好ましく、１，２，３，６又は
８を用いることがより好ましく、１、２，３又は８を用いることが更に好ましい。
【００１９】
　本発明においては、第２の色材として、群Ａから選択される少なくとも１種の化合物は
、単独でも、又は複数を組み合わせて使用してもよい。本発明においては、第２の色材と
して、１と２と３と５と６と８とを組み合わせて使用することが好ましく、１と２と３と
６と８とを組み合わせて使用することがより好ましく、１と２と３と８とを組み合わせて
使用することが更に好ましい。
【００２０】
　また、下記群Ａから選択される少なくとも１種の化合物は、前記一般式（Ｙ）の化合物
と組み合わせて用いることで相乗効果が発揮され、以下のような効果を得ることができる
。すなわち、これらの色材を含有させることで、高い着色力を有するイエローインク組成
物とすることができるだけではなく、更に耐光性に優れた画像を与え、加えて、インク供
給経路の目詰まり防止や保存安定性を十分満足させることができる。以下、これらの一般
式について説明する。
【００２１】
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【化５】

【００２２】
（群Ａ中、Ｍはそれぞれ独立に水素原子又はカチオンを表し、Ｍがカチオンを表す場合は
Ｌｉ＋イオン、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオン又はＮＨ４

＋イオンを表す。）
　群Ａから選択される少なくとも１種の化合物におけるＭは、水素原子、Ｌｉ＋イオン、
Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオン、又はＮＨ４

＋イオンを表し、Ｎａ＋イオン、Ｋ＋イオン、Ｎ
Ｈ４

＋イオン、が好ましく、更にＮａ＋イオン、Ｋ＋イオンが好ましく、Ｋ＋イオンがよ
り好ましい。群Ａから選択される少なくとも１種の化合物において、カウンターカチオン
Ｍの主成分がＫ＋イオンであることが好ましく、全てのＭがＫ＋イオンであることがより
好ましい。
【００２３】
　群Ａから選択される少なくとも１種の化合物は複数種類のＭが存在する混合塩の状態で
あってもよい。混合塩である場合、インク組成物中に含まれる群Ａから選択される化合物
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が有するＭのうち、モル分率で好ましくは５０～１００％、更に好ましくは８０～１００
％、より好ましくは９０～１００％のＭがＫ＋イオンであることが好ましい。Ｋ＋イオン
以外のＭとしては、Ｎａ＋イオン、ＮＨ４

＋イオンが好ましく、Ｎａ＋イオンがより好ま
しい。　
【００２４】
　また、混合塩ではなく、インク組成物中に含まれる全ての群Ａから選択される化合物の
ＭがＫ＋であることが特に好ましい。全てのＭがＫ＋イオンであることにより、水溶液又
はインク溶液中に溶解した分子分散状態において、イオン性親水性基であるカルボキシ基
又はその塩（－ＣＯ２Ｍ）が解離して－ＣＯ２

－とＭ＋にイオン化した状態でカチオン種
が交換することにより、より水溶液又はインク溶液に対して溶解性の低い塩の状態を形成
して着色剤の塩の状態で析出することを抑制し易いといった効果が得られるためである。
　群Ａから選択される化合物は、一般的な合成法で合成することが可能であり、例えば特
開２００４－０８３９０３公報中に記載のジアゾ成分及びカップリング成分を変更、種々
組み合わせることで一般式（Ｙ）又は式（Ｙ－１）と同様に合成することができる。　
【００２５】
　本発明においては、一般式（Ｙ）で表される化合物において、カウンターカチオンＭの
主成分がＫ＋イオンであり、群Ａより選択される化合物においても、カウンターカチオン
Ｍの主成分がＫ＋イオンであることが好ましい。ここで、カウンターカチオンＭの主成分
とは、全カウンターカチオンＭ中、８０％以上を占めるイオン、好ましくは９０％以上を
占めるイオンを意味する。
　一般式（Ｙ）で表される化合物及び群Ａより選択される化合物のイオン性親水性基のカ
ウンターカチオンＭの主成分がＫ＋イオンであれば、インク組成物中の溶解性が高くなり
、塩の形成・析出を抑制しインク組成物の貯蔵安定性を大幅に向上することができるため
である。
　また、一般式（Ｙ）で表される化合物及び群Ａより選択される化合物におけるＭが全て
Ｋ＋イオンであることがより好ましい。これによりインク組成物の貯蔵安定性を大幅に向
上することができるためである。
【００２６】
〔色材の検証方法〕
　本発明で用いる色材がインク組成物及びインク中に含まれているか否かの検証には、液
体クロマトグラフ質量分析（ＬＣ－ＭＳ）を用いた下記（１）～（３）の検証方法が適用
できる。
（１）ピークの保持時間
（２）（１）のピークについての最大吸収波長
（３）（１）のピークについてのマススペクトルのｍ／ｚ（ｐｏｓｉ）、ｍ／ｚ（ｎｅｇ
ａ）
【００２７】
　液体クロマトグラフ質量分析の分析条件は、以下に示す通りである。純水で約１，００
０倍に希釈した液体（インク）を測定用サンプルとした。そして、下記の条件で液体クロ
マトグラフ質量分析での分析を行い、ピークの保持時間（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ
）、及び、Ｍａｓｓ実測値ピークを測定した。
【００２８】
＜液体クロマトグラフ質量分析（ＬＣ－ＭＳ）測定条件＞
　・装置：Ａｇｉｌｅｎｔ１１００（アジレント・テクノロジー社製）
　・カラム：ＹＭＣ　ＡＭ－３１２　内径　６．０　ｍｍ×　長さ　１５０　ｍｍ（ワイ
エムシー社製）
　・溶離液：Ａ液　超純水＋０．１％酢酸、０．２％トリエチルアミン
　　　　　　Ｂ液　メタノール＋０．１％酢酸、０．２％トリエチルアミン
　・移動相及びグラジエント条件：（表１）
　表１中、Ｂ．Ｃｏｎｃ．はＢ液の濃度を表す。
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【表１】

【００３０】
　また、マススペクトルの分析条件は以下に示す通りである。得られたピークについて、
下記の条件でマススペクトルを測定し、最も強く検出されたｍ／ｚをｐｏｓｉ、ｎｅｇａ
それぞれに対して測定する。
　・装置：Ａｐｐｌｉｅｄ　ＢｉｏｓｙｓｔｅｍｓＴＭ　ＱＳＴＡＲ　ｐｕｌｓｅｒｉ（
ライフテクノロジー社製）
　・イオン化法：ＥＳＩ（ｐｏｓｉ）
　・キャピラリ電圧：３．５ｋＶ
　・脱溶媒ガス：３００℃
　・イオン源温度：１２０℃
　・検出法：ＴＯＦ－ＭＳ
　・検出範囲：１２０～１５００
【００３１】
　上記の方法及び条件下で、それぞれの色材の代表例として、第１の色材化合物（Ｙ－１
）、第２の色材の群Ａ中の化合物１～８（Ｍ＝Ｋ）について測定を行った。その結果、得
られた保持時間、Ｍａｓｓ実測値｛ｍ／ｚ（ｐｏｓｉ）｝を表２に示した。インク組成物
及びインクについて、上記と同様の方法及び条件下で測定を行って、表２に示す値に該当
する場合、本発明において用いる化合物に該当すると判断できる。
　なお、Ｍは例えば、イオンクロマトグラフによる測定により検証することができる。
　イオンクロマトグラフ測定条件：
　　装置：パーソナルイオンアナライザＰＩＡ－１０００（島津製作所製）
　　カラム：カチオン分析用セミミクロカラムＳｈｉｍ－ｐａｃｋ　ＩＣ－Ｃ３（Ｓ）（
内径２ｍｍ　×　長さ１００ｍｍ
　　移動相：２．５　ｍＭシュウ酸水溶液
　　カラム温度：３５℃
　　流速：０．２ｍＬ／分
【００３２】
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【表２】

【００３３】
（インク組成物）〔色材の含有量〕
　インク組成物中の第１の色材の含有量（質量％）が、インク組成物全質量を基準として
、１質量％以上１５質量％以下であることが好ましい。また、第１の色材の含有量（質量
％）が、インク組成物全質量を基準として、８質量％以上１２質量％以下であることも好
ましい。
　本発明のインク組成物は、インク原料として、着色剤を高い濃度で含む濃厚水溶液とす
ることができる。濃厚水溶液の着色剤濃度は１５質量％以下、好ましくは１２質量％以下
であることが染料の経時安定性、取り扱いの容易さ（粘度）の点で好ましく、染料の経時
安定性の向上や輸送コストの抑制の観点から、８質量％以上の濃度であることが好ましい
。
　また、本発明のインク組成物は、インクジェット用インクとすることもできる。インク
ジェット用インクの着色剤濃度はインク粘度や、印画物の濃度の点で、１～１２質量％が
好ましく、２～８質量％がより好ましく、３～６質量％が特に好ましい。
　インク組成物中の第２の色材［群Ａから選択される少なくとも１種の化合物］の含有量
は、以下のようにすることが好ましい。すなわち、第２の色材の含有量（質量％）は、イ
ンク組成物全質量を基準として、０．００１質量％以上２．０質量％以下であることが好
ましく、０．００５質量％以上１．５質量％以下であることがより好ましく、０．０１質
量％以上１．１質量％以下であることが更に好ましく、０．０５質量％以上０．８質量％
以下であることが特に好ましい。
【００３４】
　なお、この場合の第２の色材の含有量は、他の色材との関連において、下記のようにす
ることが、より好ましい。群Ａから選択される少なくとも１種の化合物のいずれかを単独
で用いる場合はその含有量が、また、これらから選ばれる２種以上を併用する場合はその
合計含有量が、それぞれ上記の範囲を満足するように構成することが好ましい。第１の色
材及び／又は第２の色材の含有量を上記範囲とすることで、画像の耐光性と色調を満足さ
せるだけではなく、保存安定性や記録耐久性といった、インク組成物を用いたインクの信
頼性の点も満足させることが可能となる。
　群Ａ中の化合物１は、インク組成物全質量を基準として、０．００１～１．０質量％含
まれることが好ましく、０．０１～１．０質量％含まれることがより好ましい。
　群Ａ中の化合物２は、インク組成物全質量を基準として、０．００３～３．０質量％含
まれることが好ましく、０．１～３．０質量％含まれることがより好ましい。
　群Ａ中の化合物３は、インク組成物全質量を基準として、０．００１～１．０質量％含
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まれることが好ましく、０．０１～１．０質量％含まれることがより好ましい。
　群Ａ中の化合物４は、インク組成物全質量を基準として、０．０～０．５質量％含まれ
ることが好ましい。
　群Ａ中の化合物５は、インク組成物全質量を基準として、０．０～０．５質量％含まれ
ることが好ましい。
　群Ａ中の化合物６は、インク組成物全質量を基準として、０．０～０．５質量％含まれ
ることが好ましい。
　群Ａ中の化合物７は、インク組成物全質量を基準として、０．０～０．５質量％含まれ
ることが好ましい。
　群Ａ中の化合物８は、インク組成物全質量を基準として、０．００２～２．０質量％含
まれることが好ましく、０．０５～２．０質量％含まれることがより好ましい。
【００３５】
　インク組成物全質量を基準とした、第２の色材の含有量（質量％）は、第１の色材の含
有量（質量％）に対して、質量比率で、（第２の色材／第１の色材）＝０．００１以上１
．０以下であることが必要である。
【００３６】
　本発明においては更に、第２の色材の含有量（質量％）は、第１の色材の含有量（質量
％）に対して、質量比率で、（第２の色材／第１の色材）＝０．００１以上０．３以下で
あることが好ましい。色材の含有量の質量比率を上記範囲となるように構成することで、
第１の色材が有する溶解性・耐光性と第２の色材が有する溶解性・耐光性との組み合わせ
から予測される性能をはるかに上回る高いレベルの耐光性を有する画像を形成することが
できる。また、より好ましい色調の画像を得ることができる。第２の色材の含有量（質量
％）は、第１の色材の含有量（質量％）に対して、質量比率で、（第２の色材／第１の色
材）＝０．００１以上０．２以下であることがより好ましく、０．０１以上０．２以下で
あることが更に好ましく、０．０２以上０．１２以下であることがより更に好ましい。色
材の含有量の質量比率をこの範囲とすることで、上記の含有量の質量比率においても特に
高いレベルの耐光性を有する画像を形成することができる。更には特に好ましい色調の画
像を得ることができ、加えて、インクとしての信頼性も十分に満足することが可能となる
。
【００３７】
　質量比率が０．００１以上であると、インク溶液の保存安定性が向上し、１．０以下で
あれば、インク組成物の水溶液安定性に優れる。色材の含有量の質量比率を上記範囲とな
るように構成することで、第１の色材が有する溶解性・画像堅牢性と、第２の色材が有す
る溶解性・画像堅牢性との組み合わせから予測される性能を上回る高いレベルのインク液
貯蔵安定性・印画物の画像堅牢性を達成することができる。また、好ましい色調の画像が
得られ、インクとしての信頼性も満足できる。
【００３８】
　第１の色材と第２の色材とを特定の質量比率で用いることで、相乗効果が発揮され、予
測を上回るインクの貯蔵安定性付与と印画物の画像堅牢化を両立できる理由を本発明者ら
は以下のように推測している。第１の色材は、もともと水性媒体に対する溶解性が低い傾
向があるため、これらの化合物を含有するインク組成物を用いたインクを記録媒体に付与
すると、その直後から速やかに色材の会合や凝集が起こる。会合や凝集は、画像を形成し
ている記録媒体上の色材の堅牢性を向上させる傾向がある。しかし、その一方で、過度の
会合や凝集は、水溶液及びインク溶液への溶解性を低下させる場合がある。これに対し、
第１の色材と第２の色材とを共存させることで、記録媒体上で、第１の色材が耐光性に関
して最適な会合や凝集の状態を形成し、これにより、画像の耐光性が向上したものと考え
られる。
【００３９】
　また、第１の色材と第２の色材とを特定の質量比率で用いることで、相乗効果が発揮さ
れ、インク組成物を用いたインクの信頼性が達成される理由を本発明者らは以下のように
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推測している。上記で述べた通り、インク中には、インクカートリッジやインク供給経路
を構成する部材から溶出したと考えられる不純物が混入し、インク供給経路の目詰まりや
インク供給特性の低下、インク保存安定性の低下の原因となる場合がある。本発明者らは
検討の結果、第一の色材構造に類似の第二の色材をインク中に共存させることにより、イ
ンクの着色力を低下させること無く、第一の色材の結晶化抑制を付与することができ、イ
ンクの貯蔵安定性を大幅に向上させることができたと考えている。つまり、色材として第
１の色材のみを使用することでは達成が困難であったインクの信頼性に関して、第２の色
材を併用することにより、予想を上回る効果が得られ、十分な信頼性を達成することがで
きるのである。
【００４０】
　本発明に用いられる上記イエロー染料は、優れたオゾンガスに対する強制褪色速度定数
を有する。オゾンガスに対する強制褪色速度定数の測定は、当該インクのみを反射型受像
媒体に印画して得られた画像の該インクの主分光吸収領域の色であってステータスＡのフ
ィルターを通して測定した反射濃度が０．９０～１．１０の濃度の着色領域を初期濃度点
として選択し、この初期濃度を開始濃度（＝１００％）とする。この画像を５ｍｇ／Ｌの
オゾン濃度を常時維持するオゾン褪色試験機を用いて褪色させ、その濃度が初期濃度の８
０％となるまでの時間を測定し、この時間の逆数［ｈｏｕｒ－１］を求め、褪色濃度と時
間関係が一次反応の速度式に従うとの仮定のもとに、褪色反応速度定数とする。したがっ
て、求められる褪色速度定数は当該インクによって印画された着色領域の褪色速度定数で
あるが、本明細書では、この値をインクの褪色速度定数として用いる。
【００４１】
　試験用の印画パッチは、ＪＩＳコード２２２３の黒四角記号を印字したパッチ、マクベ
スチャートの階段状カラーパッチ、そのほか測定面積が得られる任意の階段濃度パッチを
用いることができる。
【００４２】
　測定用に印画される反射画像（階段状カラーパッチ）の反射濃度は、国際規格ＩＳＯ５
－４（反射濃度の幾何条件）を満たした濃度計によりステータスＡフィルターを透した測
定光で求められた濃度である。
【００４３】
　オゾンガスに対する強制褪色速度定数測定用の試験チャンバーには、内部のオゾンガス
濃度を定常的に５ｍｇ／Ｌに維持可能のオゾン発生装置（例えば乾燥空気に交流電圧を印
可する高圧放電方式）が設けられ、曝気温度は２５℃に調節される。
【００４４】
　なお、この強制褪色速度定数は、光化学スモッグ、自動車排気、家具の塗装面や絨毯な
どからの有機蒸気、明室の額縁内の発生ガスなどの環境中の酸化性雰囲気による酸化の受
け易さの指標であって、オゾンガスによってこれらの酸化性雰囲気を代表させた指標であ
る。　
【００４５】
　また、インク組成物中の第１の色材と、第２の色材との含有量の合計（質量％）が、イ
ンク組成物全質量を基準として、１．００質量％以上１２．００質量％以下であることが
好ましく、特に３．００質量％以上８．０質量％以下であることが好ましい。含有量の合
計が１．００質量％以上であれば、耐光性及び発色性が十分に得られ、含有量の合計が１
２．００質量％以下であれば、インク中に不溶物の析出等が無くインクジェット吐出特性
に優れる。
【００４６】
　なお、本発明のインク組成物がインクジェット記録用インクのイエローインクである場
合、イエローインクとして好ましい色調とは、以下の二つのことを意味する。すなわち、
イエローインクのみを用いて形成した画像が赤味や緑味を帯びていないことを意味する。
更に、これに加えて、イエローインクを用いて形成する２次色の画像、つまりレッドやグ
リーンの画像を形成する際に、レッド及びグリーンの色再現範囲をいずれも大きく損失す
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ることがない色調を有することを意味する。
【００４７】
　本発明のインク組成物（好ましくはインクジェット記録用インク）には、第１の色材で
ある前記一般式（Ｙ）で表される水溶性アゾ染料、前記第２の色材である群Ａから選ばれ
る少なくとも１種の化合物、及び一般式（２）で表される化合物とともに色調を整えるた
めや性能のバランスをとるために他の染料を併用してもよい。また、フルカラーの画像を
得る目的で、本発明のインク組成物とともに他の色素を含むインクを併用してもよい。併
用することができる染料や色素の例としては以下を挙げることができる。
【００４８】
　イエロー染料としては、例えばカップリング成分としてフェノール類、ナフトール類、
アニリン類、ピラゾロン類、ピリドン類、開鎖型活性メチレン化合物類を有するアリール
若しくはヘテリルアゾ染料；例えばカップリング成分として開鎖型活性メチレン化合物類
を有するアゾメチン染料；例えばベンジリデン染料やモノメチンオキソノール染料等のよ
うなメチン染料；例えばナフトキノン染料、アントラキノン染料等のようなキノン系染料
などがあり、これ以外の染料種としてはキノフタロン染料、ニトロ・ニトロソ染料、アク
リジン染料、アクリジノン染料等を挙げることができる。これらの染料は、クロモフォア
の一部が解離して初めてイエローを呈するものであってもよく、その場合のカウンターカ
チオンはアルカリ金属や、アンモニウムのような無機のカチオンであってもよいし、ピリ
ジニウム、４級アンモニウム塩のような有機のカチオンであってもよく、更にはそれらを
部分構造に有するポリマーカチオンであってもよい。
【００４９】
　マゼンタ染料としては、例えばカップリング成分としてフェノール類、ナフトール類、
アニリン類を有するアリール若しくはヘテリルアゾ染料；例えばカップリング成分として
ピラゾロン類、ピラゾロトリアゾール類を有するアゾメチン染料；例えばアリーリデン染
料、スチリル染料、メロシアニン染料、オキソノール染料のようなメチン染料；ジフェニ
ルメタン染料、トリフェニルメタン染料、キサンテン染料のようなカルボニウム染料、例
えばナフトキノン、アントラキノン、アントラピリドンなどのようなキノン系染料、例え
ばジオキサジン染料等のような縮合多環系染料等を挙げることができる。これらの染料は
、クロモフォアの一部が解離して初めてマゼンタを呈するものであってもよく、その場合
のカウンターカチオンはアルカリ金属や、アンモニウムのような無機のカチオンであって
もよいし、ピリジニウム、４級アンモニウム塩のような有機のカチオンであってもよく、
更にはそれらを部分構造に有するポリマーカチオンであってもよい。
【００５０】
　シアン染料としては、例えばインドアニリン染料、インドフェノール染料のようなアゾ
メチン染料；シアニン染料、オキソノール染料、メロシアニン染料のようなポリメチン染
料；ジフェニルメタン染料、トリフェニルメタン染料、キサンテン染料のようなカルボニ
ウム染料；フタロシアニン染料；アントラキノン染料；例えばカップリング成分としてフ
ェノール類、ナフトール類、アニリン類を有するアリール若しくはヘテリルアゾ染料、イ
ンジゴ・チオインジゴ染料を挙げることができる。これらの染料は、クロモフォアの一部
が解離して初めてシアンを呈するものであってもよく、その場合のカウンターカチオンは
アルカリ金属や、アンモニウムのような無機のカチオンであってもよいし、ピリジニウム
、４級アンモニウム塩のような有機のカチオンであってもよく、更にはそれらを部分構造
に有するポリマーカチオンであってもよい。
　また、ポリアゾ染料などのブラック染料も使用することができる。
【００５１】
　水溶性染料としては、直接染料、酸性染料、食用染料、塩基性染料、反応性染料等が挙
げられる。好ましいものとしては、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２、４、９、２３、２６、
３１、３９、６２、６３、７２、７５、７６、７９、８０、８１、８３、８４、８９、９
２、９５、１１１、１７３、１８４、２０７、２１１、２１２、２１４、２１８、２１、
２２３、２２４、２２５、２２６、２２７、２３２、２３３、２４０、２４１、２４２、
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２４３、２４７Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット７、９、４７、４８、５１、６６、９０
、９３、９４、９５、９８、１００、１０１Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８、９、１１、
１２、２７、２８、２９、３３、３５、３９、４１、４４、５０、５３、５８、５９、６
８、８６、８７、９３、９５、９６、９８、１００、１０６、１０８、１０９、１１０、
１３０、１３２、１４２、１４４、１６１、１６３Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１、１０、
１５、２２、２５、５５、６７、６８、７１、７６、７７、７８、８０、８４、８６、８
７、９０、９８、１０６、１０８、１０９、１５１、１５６、１５８、１５９、１６０、
１６８、１８９、１９２、１９３、１９４、１９９、２００、２０１、２０２、２０３、
２０７、２１１、２１３、２１４、２１８、２２５、２２９、２３６、２３７、２４４、
２４８、２４９、２５１、２５２、２６４、２７０、２８０、２８８、２８９、２９１Ｃ
．Ｉ．ダイレクトブラック９、１７、１９、２２、３２、５１、５６、６２、６９、７７
、８０、９１、９４、９７、１０８、１１２、１１３、１１４、１１７、１１８、１２１
、１２２、１２５、１３２、１４６、１５４、１６６、１６８、１７３、１９９Ｃ．Ｉ．
アシッドレッド３５、４２、５２、５７、６２、８０、８２、１１１、１１４、１１８、
１１９、１２７、１２８、１３１、１４３、１５１、１５４、１５８、２４９、２５４、
２５７、２６１、２６３、２６６、２８９、２９９、３０１、３０５、３３６、３３７、
３６１、３９６、３９７Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット５、３４、４３、４７、４８、９
０、１０３、１２６Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１７、１９、２３、２５、３９、４０、４
２、４４、４９、５０、６１、６４、７６、７９、１１０、１２７、１３５、１４３、１
５１、１５９、１６９、１７４、１９０、１９５、１９６、１９７、１９９、２１８、２
１９、２２２、２２７Ｃ．Ｉ．アシッドブルー９、２５、４０、４１、６２、７２、７６
、７８、８０、８２、９２、１０６、１１２、１１３、１２０、１２７：１、１２９、１
３８、１４３、１７５、１８１、２０５、２０７、２２０、２２１、２３０、２３２、２
４７、２５８、２６０、２６４、２７１、２７７、２７８、２７９、２８０、２８８、２
９０、３２６Ｃ．Ｉ．アシッドブラック７、２４、２９、４８、５２：１、１７２Ｃ．Ｉ
．リアクティブレッド３、１３、１７、１９、２１、２２、２３、２４、２９、３５、３
７、４０、４１、４３、４５、４９、５５Ｃ．Ｉ．リアクティブバイオレット１、３、４
、５、６、７、８、９、１６、１７、２２、２３、２４、２６、２７、３３、３４Ｃ．Ｉ
．リアクティブイエロー２、３、１３、１４、１５、１７、１８、２３、２４、２５、２
６、２７、２９、３５、３７、４１、４２Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー２、３、５、８、
１０、１３、１４、１５、１７、１８、１９、２１、２５、２６、２７、２８、２９、３
８Ｃ．Ｉ．リアクティブブラック４、５、８、１４、２１、２３、２６、３１、３２、３
４Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１２、１３、１４、１５、１８、２２、２３、２４、２５、
２７、２９、３５、３６、３８、３９、４５、４６Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１、
２、３、７、１０、１５、１６、２０、２１、２５、２７、２８、３５、３７、３９、４
０、４８Ｃ．Ｉ．ベーシックイエロー１、２、４、１１、１３、１４、１５、１９、２１
、２３、２４、２５、２８、２９、３２、３６、３９、４０Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１
、３、５、７、９、２２、２６、４１、４５、４６、４７、５４、５７、６０、６２、６
５、６６、６９、７１Ｃ．Ｉ．ベーシックブラック８、等が挙げられる。
【００５２】
　更に本発明のインクには、顔料も併用し得る。
　本技術に用いられる顔料としては、市販のものの他、各種文献に記載されている公知の
ものが利用できる。文献に関してはカラーインデックス（Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ
　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ編）、「改訂新版顔料便覧」日本顔料技術
協会編（１９８９年刊）、「最新顔料応用技術」ＣＭＣ出版（１９８６年刊）、「印刷イ
ンキ技術」ＣＭＣ出版（１９８４年刊）、Ｗ．Ｈｅｒｂｓｔ，Ｋ．Ｈｕｎｇｅｒ共著によ
るＩｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ　（ＶＣＨ　Ｖｅｒｌａｇ
ｓｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ、１９９３年刊）等がある。具体的には、有機顔料ではアゾ
顔料（アゾレーキ顔料、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料）、多環式顔
料（フタロシアニン系顔料、アントラキノン系顔料、ペリレン及びペリノン系顔料、イン
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ジゴ系顔料、キナクリドン系顔料、ジオキサジン系顔料、イソインドリノン系顔料、キノ
フタロン系顔料、ジケトピロロピロール系顔料等）、染付けレーキ顔料（酸性又は塩基性
染料のレーキ顔料）、アジン顔料等があり、無機顔料では、黄色顔料のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　３４，３７，４２，５３など、赤系顔料のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｒｅｄ　１０１，１０８など、青系顔料のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　２７
，２９，１７：１など、黒系顔料のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　７，マグネタ
イトなど、白系顔料のＣ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｗｈｉｔｅ　４，６，１８，２１など
を挙げることができる。
【００５３】
　画像形成用に好ましい色調を持つ顔料としては、青ないしシアン顔料ではフタロシアニ
ン顔料、アントラキノン系のインダントロン顔料（たとえばＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂ
ｌｕｅ　６０など）、染め付けレーキ顔料系のトリアリールカルボニウム顔料が好ましく
、特にフタロシアニン顔料（好ましい例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　
１５：１、同１５：２、同１５：３、同１５：４、同１５：６などの銅フタロシアニン、
モノクロロないし低塩素化銅フタロシアニン、アルニウムフタロシアニンでは欧州特許８
６０４７５号に記載の顔料、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１６である無金属フタ
ロシアニン、中心金属がＺｎ、Ｎｉ、Ｔｉであるフタロシアニンなど、中でも好ましいも
のはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、同１５：４、アルミニウムフタロシ
アニン）が最も好ましい。
【００５４】
　赤ないし紫色の顔料では、アゾ顔料（好ましい例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　３、同５、同１１、同２２、同３８、同４８：１、同４８：２、同４８：３、同
４８：４、同４９：１、同５２：１、同５３：１、同５７：１、同６３：２、同１４４、
同１４６、同１８４）など、中でも好ましいものはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５
７：１、同１４６、同１８４）、キナクリドン系顔料（好ましい例としてはＣ．Ｉ．Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、同１９２、同２０２、同２０７、同２０９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９、同４２、なかでも好ましいものはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｒｅｄ　１２２）、染め付けレーキ顔料系のトリアリールカルボニウム顔料（好ま
しい例としてはキサンテン系のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１：１、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１、同２、同３、同２７、同３９）、ジオキサジン系顔料
（例えばＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２３、同３７）、ジケトピロロピロー
ル系顔料（例えばＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４）、ペリレン顔料（例えばＣ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２９）、アントラキノン系顔料（例えばＣ．Ｉ．
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　５：１、同３１、同３３）、チオインジゴ系（例えばＣ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３８、同８８）が好ましく用いられる。
【００５５】
　黄色顔料としては、アゾ顔料（好ましい例としてはモノアゾ顔料系のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１，３，７４，９８、ジスアゾ顔料系のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ
Ｙｅｌｌｏｗ　１２，１３，１４，１６，１７，８３、総合アゾ系のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９３，９４，９５，１２８，１５５、ベンズイミダゾロン系のＣ．
Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２０，１５１，１５４，１５６，１８０など、な
かでも好ましいものはベンジジン系化合物を原料に使用しないもの）、イソインドリン・
イソインドリノン系顔料（好ましい例としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　
１０９，１１０，１３７，１３９など）、キノフタロン顔料（好ましい例としてはＣ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３８など）、フラパントロン顔料（例えばＣ．Ｉ．
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２４など）が好ましく用いられる。
【００５６】
　黒顔料としては、無機顔料（好ましくは例としてはカーボンブラック、マグネタイト）
やアニリンブラックを好ましいものとして挙げることができる。
　この他、オレンジ顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　１３，１６など）や
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緑顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７など）を使用してもよい。
【００５７】
　本技術に使用できる顔料は、上述の裸の顔料であっても良いし、表面処理を施された顔
料でも良い。表面処理の方法には、樹脂やワックスを表面コートする方法、界面活性剤を
付着させる方法、反応性物質（例えば、シランカップリング剤やエポキシ化合物、ポリイ
ソシアネート、ジアゾニウム塩から生じるラジカルなど）を顔料表面に結合させる方法な
どが考えられ、次の文献や特許に記載されている。
（１）　金属石鹸の性質と応用（幸書房）
（２）　印刷インキ印刷（ＣＭＣ出版　１９８４）
（３）　最新顔料応用技術（ＣＭＣ出版　１９８６）
（４）　米国特許５，５５４，７３９号、同５，５７１，３１１号
（５）　特開平９－１５１３４２号、同１０－１４００６５号、同１０－２９２１４３号
、同１１－１６６１４５号
　特に、上記（４）の米国特許に記載されたジアゾニウム塩をカーボンブラックに作用さ
せて調製された自己分散性顔料や、上記（５）の日本特許に記載された方法で調製された
カプセル化顔料は、インク中に余分な分散剤を使用することなく分散安定性が得られるた
め特に有効である。
【００５８】
　本発明においては、顔料は更に分散剤を用いて分散されていてもよい。分散剤は、用い
る顔料に合わせて公知の種々のもの、例えば界面活性剤型の低分子分散剤や高分子型分散
剤を用いることが出来る。分散剤の例としては特開平３－６９９４９号、欧州特許５４９
４８６号等に記載のものを挙げることができる。また、分散剤を使用する際に分散剤の顔
料への吸着を促進するためにシナジストと呼ばれる顔料誘導体を添加してもよい。
　本技術に使用できる顔料の粒径は、分散後で０．０１～１０μｍの範囲であることが好
ましく、０．０５～１μｍであることが更に好ましい。
　顔料を分散する方法としては、インク製造やトナー製造時に用いられる公知の分散技術
が使用できる。分散機としては、縦型あるいは横型のアジテーターミル、アトライター、
コロイドミル、ボールミル、３本ロールミル、パールミル、スーパーミル、インペラー、
デスパーサー、ＫＤミル、ダイナトロン、加圧ニーダー等が挙げられる。詳細は「最新顔
料応用技術」（ＣＭＣ出版、１９８６）に記載がある。
【００５９】
〔金属イオン〕
　次に、本発明にかかるインクに含まれる金属イオンについて説明する。本発明にかかる
インクには後述する遷移金属イオンが含有される。また、一般式（Ｙ）で表される染料に
由来するリチウム、ナトリウム、カリウム、アンモニウムの中から選ばれるいずれかの一
価のカチオンが含有し得る。
【００６０】
　その他、各種添加剤や溶剤及びその原料、添加剤等の合成過程の反応触媒や装置などか
ら不純物カチオンとして混入する。特に遷移金属イオンは磁性を有したり、錯体形成した
り、水和イオンが着色したりしやすいため、吐出ヘッドへの析出やノズル詰まりの原因と
なったり、形成した画像のくすみなどを引き起こしたり、紙への浸透阻害を引き起こした
り、染料を過度に凝集させたりする。特に淡い色のイエロー画像や分子量の大きな２量体
型の染料やヘテロ原子を多く含む染料などで顕著である。完全に除去することが好ましい
が、効果と効率のバランスで、上限値と下限値が決まる。
【００６１】
〔遷移金属イオン〕
　本発明のインクは、インク中に含まれる遷移金属イオン含有量が、０．０００１ｍｍｏ
ｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌであるという特徴を有する。金属イオンとして遷移金属イオ
ンを含まないようにするためには、染料の合成の過程で金属容器の使用を避ける、金属イ
オンフリーの状態にしてから、アルカリ金属塩にする、遷移金属のマスク剤を合成時に添
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加して金属イオンを除く、生成した染料をイオン交換するなどの方法で行うことができる
。
　また、インクを調液する際の溶媒からイオンを取り除くことも重要である。特にメイン
の溶媒である水については、脱イオン水を使用することが好ましい。
【００６２】
　本発明のインク中に含まれる遷移金属イオンの含有量は０．０００１ｍｍｏｌ／ｌ～０
．１ｍｍｏｌ／ｌであり、好ましくは０．０１ｍｍｏｌ／ｌ～０．１ｍｍｏｌ／ｌである
。遷移金属イオン含有量を上記の範囲にすることにより、インクジェット記録用インクの
受像紙への浸透性が改良し、印画物のブロンズ光沢が改良し、保存安定性に優れる。
【００６３】
　前記遷移金属イオンとしてはＴｉ，Ｃｒ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｍｏ
，Ｐｄ，Ａｇ，Ｃｄ，及びＨｇのイオンより選択される少なくとも１種を挙げることがで
き、本発明のインク中に含まれる遷移金属イオンとしてＴｉ，Ｃｒ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，
Ｎｉ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｍｏ，Ｐｄ，Ａｇ，Ｃｄ，及びＨｇの含有量の合計が上記の範囲であ
ることがより好ましく、Ｆｅ，Ｃｒ，Ｎｉ，Ｚｎのイオンの含有量の合計が上記の範囲で
あることが更に好ましい。これらの遷移金属イオンは反応釜や水道管のステンレスや鉄に
由来することが考えられる。
【００６４】
　次に、本発明のインクジェット記録用インクが含有し得る界面活性剤について説明する
。
　本発明で使用される界面活性剤としては脂肪酸塩類、高級アルコールのエステル塩類、
アルキルベンゼンスルホン酸塩類、スルホコハク酸エステル塩類、高級アルコールのリン
酸エステル塩類等のアニオン界面活性剤、脂肪族アミン塩類、４級アンモニウム塩類等の
カチオン界面活性剤、高級アルコールのエチレンオキサイド付加物、アルキルフェノール
のエチレンオキサイド付加物、多価アルコール脂肪酸エステルのエチレンオキサイド付加
物、アセチレングリコール及びそのエチレンオキサイド付加物等のノニオン界面活性剤、
アミノ酸型、ベタイン型等の両性界面活性剤、フッ素系、シリコン系化合物等が挙げられ
る。これらは単独であるいは２種以上を用いることができる。
【００６５】
　本発明のインクジェット記録用インクに界面活性剤を含有させ、表面張力等のインクの
液物性を調整することで、インクの吐出安定性を向上させ、画像の耐水性の向上や印字し
たインクの滲み及び色移りの防止などに優れた効果を持たせることができる。また、上記
の界面活性剤は２種類以上併用してもよい。
　本発明で用いるインク組成物は、界面活性剤を０．０５～５０ｇ／Ｌ含有することが好
ましく、より好ましくは０．０５～３０ｇ／Ｌ含有する。インク組成物中の界面活性剤の
含有量が０．０５～５０ｇ／Ｌの範囲にあると、吐出安定性の低下、混色時の滲みの発生
、ひげ発生などの印字品質の低下が起こらず、吐出時、ハード表面へのインクの付着等に
よる印字不良を抑えることができる。
【００６６】
　本発明のインクジェット記録用インクは、水性媒体中に前記染料を溶解させ、更に界面
活性剤を特定量添加し、必要に応じてその他の添加剤を溶解及び／又は分散させることに
よって作製することができる。本発明における「水性媒体」とは、水又は水と少量の水混
和性有機溶剤との混合物に、必要に応じて湿潤剤、安定剤、防腐剤等の添加剤を添加した
ものを意味する。
【００６７】
　本発明のインク液を調液する際には、水溶性インクの場合、まず水に溶解することが好
ましい。そのあと、各種溶剤や添加物を添加し、溶解、混合して均一なインク液とする。
　このときの溶解方法としては、攪拌による溶解、超音波照射による溶解、振とうによる
溶解等種々の方法が使用可能である。中でも特に攪拌法が好ましく使用される。攪拌を行
う場合、当該分野では公知の流動攪拌や反転アジターやディゾルバを利用した剪断力を利
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用した攪拌など、種々の方式が利用可能である。一方では、磁気攪拌子のように、容器底
面との剪断力を利用した攪拌法も好ましく利用できる。
【００６８】
　水性のインクジェット用インクの調製方法については、特開平５－１４８４３６号、同
５－２９５３１２号、同７－９７５４１号、同７－８２５１５号、同７－１１８５８４号
、特開２００２－０２０６５７、特開２００２－０６０６６３の各公報に詳細が記載され
ていて、本発明のインクジェット記録用インクの調製にも利用できる。
【００６９】
　本発明のインクは、一般式（Ｙ）で表される少なくとも１種の水溶性染料を含有しても
よい。前記水混和性有機溶剤の例は、以下のものが挙げられる。下記の中から本発明に適
切な水混和性有機溶剤を選ぶことができる。
　アルコール（例、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノ
ール、イソブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔ－ブタノール、ペンタノール、ヘキサノ
ール、シクロヘキサノール、ベンジルアルコール）、多価アルコール類（例、エチレング
リコール、ジエチレングリコール、チオジエチレングリコール、トリエチレングリコール
、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、２－ブテン－１，４－ジオール
、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，５－ペンタン
ジオール、１，２－ヘキサンジオール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール
、ポリプロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキサンジオール、ペンタンジオー
ル、グリセリン、ヘキサントリオール、チオジグリコール）、グリコール誘導体（例、エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
ングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングルコールモノメチルエーテル、ジエチレ
ングルコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチ
レングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピ
レングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ポリ
エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル
、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノイソブチルエー
テル、ジエチレングリコールモノイソブチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピ
ルエーテル、
【００７０】
エチレングリコールジアセテート、エチレングルコールモノメチルエーテルアセテート、
トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテ
ル、エチレングリコールモノフェニルエーテル）、アミン（例、エタノールアミン、ジエ
タノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチルジエタノールアミン、Ｎ－エチルジ
エタノールアミン、モルホリン、Ｎ－エチルモルホリン、エチレンジアミンン、ジエチレ
ントリアミン、トリエチレンテトラミン、ポリエチレンイミン、テトラメチルプロピレン
ジアミン）及びその他の極性溶媒（例、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、ジメチルスルホキシド、スルホラン、２－ピロリドン、
Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、２－オキサゾリドン、１，
３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、アセトニトリル、アセトン、ジアセトンアルコー
ル）。
　なお、前記水混和性有機溶剤は、二種類以上を併用してもよい。
【００７１】
　本発明で併用する前記他の染料が油溶性染料の場合は、該油溶性染料を高沸点有機溶媒
中に溶解させ、水性媒体中に乳化分散させることによって調製することができる。
　用いられる高沸点有機溶媒の沸点は１５０℃以上であるが、好ましくは１７０℃以上で
ある。
　高沸点有機溶媒は油溶性染料に対して質量比で０．０１～３倍量、好ましくは０．０１
～１．０倍量で使用できる。
　これらの高沸点有機溶媒は単独で使用しても、数種の混合で使用してもよい。
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　上記高沸点有機溶媒は、油溶性染料に対し、質量比で０．０１～３．０倍量、好ましく
は０．０１～１．０倍量で使用する。
【００７２】
　本発明では油溶性性染料や高沸点有機溶媒は、水性媒体中に乳化分散して用いられる。
乳化分散の際、乳化性の観点から場合によっては低沸点有機溶媒を用いることができる。
低沸点有機溶媒としては、常圧で沸点約３０℃以上１５０℃以下の有機溶媒である。例え
ばエステル類（例えばエチルアセテート、ブチルアセテート、エチルプロピオネート、β
－エトキシエチルアセテート、メチルセロソルブアセテート）、アルコール類（例えばイ
ソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、セカンダリーブチルアルコール）、ケト
ン類（例えばメチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン）、アミ
ド類（例えばジメチルホルムアミド、Ｎ－メチルピロリドン）、エーテル類（例えばテト
ラヒドロフラン、ジオキサン）等が好ましく用いられるが、これに限定されるものではな
い。
【００７３】
　乳化分散は、高沸点有機溶媒と場合によっては低沸点有機溶媒の混合溶媒に染料を溶か
した油相を、水を主体とした水相中に分散し、油相の微小油滴を作るために行われる。こ
の際、水相、油相のいずれか又は両方に、後述する界面活性剤、湿潤剤、染料安定化剤、
乳化安定剤、防腐剤、防黴剤等の添加剤を必要に応じて添加することができる。乳化法と
しては水相中に油相を添加する方法が一般的であるが、油相中に水相を滴下して行く、い
わゆる転相乳化法も好ましく用いることができる。
【００７４】
　高圧乳化分散装置で乳化する際の圧力は５０ＭＰａ以上であり、好ましくは６０ＭＰａ
以上、更に好ましくは１８０ＭＰａ以上である。
　例えば、撹拌乳化機で乳化した後、高圧ホモジナイザーを通す等の方法で２種以上の乳
化装置を併用するのは特に好ましい方法である。また、一度これらの乳化装置で乳化分散
した後、湿潤剤や界面活性剤等の添加剤を添加した後、カートリッジにインクを充填する
間に再度高圧ホモジナイザーを通過させる方法も好ましい方法である。
　高沸点有機溶媒に加えて低沸点有機溶媒を含む場合、乳化物の安定性及び安全衛生上の
観点から低沸点溶媒を除去するのが好ましい。低沸点溶媒を除去する方法は溶媒の種類に
応じて各種の公知の方法を用いることができる。即ち、蒸発法、真空蒸発法、限外濾過法
等である。この低沸点有機溶剤の除去工程は乳化直後、できるだけ速やかに行うのが好ま
しい。
【００７５】
　本発明では以上の化合物のほかにインクジェット用記録インクとして用いる場合には、
インクの噴射口での乾燥による目詰まりを防止するための乾燥防止剤、インクを紙により
浸透させるための浸透促進剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、粘度調整剤、表面張力調整剤
、分散剤、分散安定剤、防黴剤、防錆剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、キレート剤等の添加剤を
適宜選択して適量使用することができる。
【００７６】
　本発明に使用される乾燥防止剤としては水より蒸気圧の低い水溶性有機溶剤が好ましい
。
　具体的な例としてはエチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリコー
ル、ポリエチレングリコール、チオジグリコール、ジチオジグリコール、２－メチル－１
，３－プロパンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、アセチレングリコール誘導
体、グリセリン、トリメチロールプロパン等に代表される多価アルコール類、エチレング
リコールモノメチル（又はエチル）エーテル、ジエチレングリコールモノメチル（又はエ
チル）エーテル、トリエチレングリコールモノエチル（又はブチル）エーテル等の多価ア
ルコールの低級アルキルエーテル類、２－ピロリドン、Ｎ－メチルー２－ピロリドン、１
，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、Ｎ－エチルモルホリン等の複素環類、スルホラ
ン、ジメチルスルホキシド、３－スルホレン等の含硫黄化合物、ジアセトンアルコール、



(24) JP 2012-149221 A 2012.8.9

10

20

30

40

50

ジエタノールアミン等の多官能化合物、尿素誘導体が挙げられる。これらのうちグリセリ
ン、ジエチレングリコール等の多価アルコールがより好ましい。また上記の乾燥防止剤は
単独で用いても良いし２種以上併用しても良い。これらの乾燥防止剤はインク中に１０～
５０質量％含有することが好ましい。
【００７７】
　本発明に使用される浸透促進剤としてはエタノール、イソプロパノール、ブタノール，
ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル
、１，２－ヘキサンジオール等のアルコール類やラウリル硫酸ナトリウム、オレイン酸ナ
トリウムやノニオン性界面活性剤等も用いることができる。これらはインク中に１０～３
０質量％含有すれば充分な効果があり、印字の滲み、紙抜け（プリントスルー）を起こさ
ない添加量の範囲で使用するのが好ましい。
【００７８】
　本発明で画像の保存性を向上させるために使用される紫外線吸収剤としては特開昭５８
－１８５６７７号公報，同６１－１９０５３７号公報，特開平２－７８２号公報、同５－
１９７０７５号公報、同９－３４０５７号公報等に記載されたベンゾトリアゾール系化合
物、特開昭４６－２７８４号公報、特開平５－１９４４８３号、米国特許第３２１４４６
３号等に記載されたベンゾフェノン系化合物、特公昭４８－３０４９２号公報、同５６－
２１１４１号公報、特開平１０－８８１０６号公報等に記載された桂皮酸系化合物、特開
平４－２９８５０３号公報、同８－５３４２７号公報、同８－２３９３６８号公報、同１
０－１８２６２１号公報、特表平８－５０１２９１号公報等に記載されたトリアジン系化
合物、リサーチディスクロージャーＮｏ．２４２３９号に記載された化合物やスチルベン
系、ベンズオキサゾール系に代表される紫外線を吸収して蛍光を発する化合物、いわゆる
蛍光増白剤も用いることができる。
【００７９】
　本発明で画像の保存性を向上させるために使用される酸化防止剤としては、各種の有機
系及び金属錯体系の褪色防止剤を使用することができる。有機の褪色防止剤としてはハイ
ドロキノン類、アルコキシフェノール類、ジアルコキシフェノール類、フェノール類、ア
ニリン類、アミン類、インダン類、クロマン類、アルコキシアニリン類、ヘテロ環類など
があり、金属錯体としてはニッケル錯体、亜鉛錯体などがある。より具体的にはリサーチ
ディスクロージャーＮｏ．１７６４３の第ＶＩＩのＩないしＪ項、同Ｎｏ．１５１６２、
同Ｎｏ．１８７１６の６５０頁左欄、同Ｎｏ．３６５４４の５２７頁、同Ｎｏ．３０７１
０５の８７２頁、同Ｎｏ．１５１６２に引用された特許に記載された化合物や特開昭６２
－２１５２７２号公報の１２７頁～１３７頁に記載された代表的化合物の一般式及び化合
物例に含まれる化合物を使用することができる。
【００８０】
　本発明に使用される防黴剤としてはデヒドロ酢酸ナトリウム、安息香酸ナトリウム、ナ
トリウムピリジンチオン－１－オキシド、ｐ－ヒドロキシ安息香酸エチルエステル、１，
２－ベンズイソチアゾリン－３－オン及びその塩等が挙げられる。これらはインク中に０
．０２～５．００質量％使用するのが好ましい。なお、これらの詳細については「防菌防
黴辞典」（日本防菌防黴学会辞典編集委員会編）等に記載されている。又、防錆剤として
は例えば、酸性亜鉛硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオグリコール酸アンモン、ジイソプ
ロピルアンモニウムニトライト、４硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロヘキシルアンモ
ニウムニトライト、ベンゾトリアゾール等が挙げられる。これらはインク中の０．０２～
５．００質量％使用するのが好ましい。
【００８１】
　本発明に使用されるｐＨ調整剤はｐＨ調節、分散安定性付与などの点で好適に使用する
事ができ、２５℃でのインクのｐＨが８～１１に調整されているものである。ｐＨが８未
満である場合は染料の溶解性が低下してノズルが詰まりやすく、１１を超えると耐水性が
劣化する。ｐＨ調整剤としては、塩基性のものとして有機塩基、無機アルカリ等が、酸性
のものとして有機酸、無機酸等が挙げられる。
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　前記有機塩基としてはトリエタノールアミン、ジエタノールアミン、Ｎ－メチルジエタ
ノールアミン、ジメチルエタノールアミンなどが挙げられる。前記無機アルカリとしては
、アルカリ金属の水酸化物（例えば、水酸化ナトリウム、水酸化リチウム、水酸化カリウ
ムなど）、炭酸塩（例えば、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウムなど）、アンモニウム
などが挙げられる。また、前記有機酸としては酢酸、プロピオン酸、トリフルオロ酢酸、
アルキルスルホン酸などが挙げられる。前記無機酸としては、塩酸，硫酸、リン酸などが
挙げられる。
【００８２】
　本発明で用いるインクの表面張力は２５℃において２０～５０ｍＮ／ｍ以下であること
が好ましく、２０～４０ｍＮ／ｍ以下であることが更に好ましい。この値とすることで、
吐出安定性、印字品質が良好となる傾向にあり、吐出時のノズル周辺部へのインクの付着
等による印字不良を防止し易くなる。
【００８３】
　本発明に用いられるインクの粘度は３０ｍＰａ・ｓ以下が好ましい。更に２０ｍＰａ・
ｓ以下に調整することがより好ましいので、粘度を調整する目的で、粘度調整剤が使用さ
れることがある。粘度調整剤としては、例えば、セルロース類、ポリビニルアルコールな
どの水溶性ポリマーやノニオン系界面活性剤等が挙げられる。更に詳しくは、「粘度調整
技術」（技術情報協会、１９９９年）第９章、及び「インクジェットプリンタ用ケミカル
ズ（９８増補）－材料の開発動向・展望調査－」（シーエムシー、１９９７年）１６２～
１７４頁に記載されている。
【００８４】
　更に本発明において、ポリマー微粒子分散物を用いることもできる。これらの詳細につ
いては特開２００２－２６４４９０に記載されている。本発明では分散剤、分散安定剤と
して上述のカチオン、アニオン、ノニオン系の各種界面活性剤、消泡剤としてフッソ系、
シリコーン系化合物やＥＤＴＡに代表されるキレート剤等も必要に応じて使用することが
できる。
【００８５】
　本発明のインクは公知の被記録材、即ち普通紙、樹脂コート紙、例えば特開平８－１６
９１７２号公報、同８－２７６９３号公報、同２－２７６６７０号公報、同７－２７６７
８９号公報、同９－３２３４７５号公報、特開昭６２－２３８７８３号公報、特開平１０
－１５３９８９号公報、同１０－２１７４７３号公報、同１０－２３５９９５号公報、同
１０－３３７９４７号公報、同１０－２１７５９７号公報、同１０－３３７９４７号公報
等に記載されているインクジェット専用紙、フィルム、電子写真共用紙、布帛、ガラス、
金属、陶磁器等に画像を形成するのに用いることができる。
【００８６】
　以下に本発明のインクを用いてインクジェットプリントをするのに用いられる記録紙及
び記録フィルムについて説明する。記録紙及び記録フィルムおける支持体はＬＢＫＰ、Ｎ
ＢＫＰ等の化学パルプ、ＧＰ、ＰＧＷ、ＲＭＰ、ＴＭＰ、ＣＴＭＰ、ＣＭＰ、ＣＧＰ等の
機械パルプ、ＤＩＰ等の古紙パルプ等をからなり、必要に応じて従来の公知の顔料、バイ
ンダー、サイズ剤、定着剤、カチオン剤、紙力増強剤等の添加剤を混合し、長網抄紙機、
円網抄紙機等の各種装置で製造されたもの等が使用可能である。これらの支持体の他に合
成紙、プラスチックフィルムシートのいずれであってもよく、支持体の厚み１０～２５０
μｍ、坪量は１０～２５０ｇ／ｍ２が望ましい。支持体には、そのままインク受容層及び
バックコート層を設けてもよいし、デンプン、ポリビニルアルコール等でサイズプレスや
アンカーコート層を設けた後、インク受容層及びバックコート層を設けてもよい。更に支
持体には、マシンカレンダー、ＴＧカレンダー、ソフトカレンダー等のカレンダー装置に
より平坦化処理を行ってもよい。本発明では支持体としては、両面をポリオレフィン（例
、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブテン及びそれらの
コポリマー）でラミネートした紙及びプラスチックフイルムがより好ましく用いられる。
ポリオレフィンポリオレフィン中に、白色顔料（例、酸化チタン、酸化亜鉛）又は色味付
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け色素（例、コバルトブルー、群青、酸化ネオジウム）を添加することが好ましい。
【００８７】
　支持体上に設けられるインキ受容層には、顔料や水性バインダーが含有される。顔料と
しては、白色顔料がよく、白色顔料としては、炭酸カルシウム、カオリン、タルク、クレ
ー、珪藻土、合成非晶質シリカ、珪酸アルミニウム、珪酸マグネシウム、珪酸カルシウム
、水酸化アルミニウム、アルミナ、リトポン、ゼオライト、硫酸バリウム、硫酸カルシウ
ム、二酸化チタン、硫化亜鉛、炭酸亜鉛等の無機白色顔料、スチレン系ピグメント、アク
リル系ピグメント、尿素樹脂、メラミン樹脂等の有機顔料等が挙げられる。インク受容層
に含有される白色顔料としては、多孔性無機顔料がよく、特に細孔面積が大きい合成非晶
質シリカ等が好適である。合成非晶質シリカは、乾式製造法（気相法）によって得られる
無水珪酸及び湿式製造法によって得られる含水珪酸のいずれも使用可能であるが、特に含
水珪酸を使用することが望ましい。これらの顔料は２種以上を併用しても良い。
【００８８】
　上記顔料を受像層に含有する記録紙としては、具体的には、特開平１０－８１０６４号
、同１０－１１９４２３号、同１０－１５７２７７号、同１０－２１７６０１号、同１０
－３４８４０９号、特開２００１－１３８６２１号、同２０００－４３４０１号、同２０
００－２１１２３５号、同２０００－３０９１５７号、同２００１－９６８９７号、同２
００１－１３８６２７号、特開平１１－９１２４２号、同８－２０８７号、同８－２０９
０号、同８－２０９１号、同８－２０９３号、同８－１７４９９２号、同１１－１９２７
７７号、特開２００１－３０１３１４号などに開示されたものを用いることができる。
【００８９】
　インク受容層に含有される水性バインダーとしては、ポリビニルアルコール、シラノー
ル変性ポリビニルアルコール、デンプン、カチオン化デンプン、カゼイン、ゼラチン、カ
ルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルピロリドン、ポリ
アルキレンオキサイド、ポリアルキレンオキサイド誘導体等の水溶性高分子、スチレンブ
タジエンラテックス、アクリルエマルジョン等の水分散性高分子等が挙げられる。これら
の水性バインダーは単独又は２種以上併用して用いることができる。本発明においては、
これらの中でも特にポリビニルアルコール、シラノール変性ポリビニルアルコールが顔料
に対する付着性、インク受容層の耐剥離性の点で好適である。インク受容層は、顔料及び
水性結着剤の他に媒染剤、耐水化剤、耐光性向上剤、耐オゾン性向上剤、界面活性剤、そ
の他の添加剤を含有することができる。
【００９０】
　インク受容層中に添加する媒染剤は、不動化されていることが好ましい。そのためには
、ポリマー媒染剤が好ましく用いられる。ポリマー媒染剤については、特開昭４８－２８
３２５号、同５４－７４４３０号、同５４－１２４７２６号、同５５－２２７６６号、同
５５－１４２３３９号、同６０－２３８５０号、同６０－２３８５１号、同６０－２３８
５２号、同６０－２３８５３号、同６０－５７８３６号、同６０－６０６４３号、同６０
－１１８８３４号、同６０－１２２９４０号、同６０－１２２９４１号、同６０－１２２
９４２号、同６０－２３５１３４号、特開平１－１６１２３６号の各公報、米国特許２４
８４４３０号、同２５４８５６４号、同３１４８０６１号、同３３０９６９０号、同４１
１５１２４号、同４１２４３８６号、同４１９３８００号、同４２７３８５３号、同４２
８２３０５号、同４４５０２２４号の各明細書に記載がある。特開平１－１６１２３６号
公報の２１２～２１５頁に記載のポリマー媒染剤を含有する受像材料が特に好ましい。同
公報記載のポリマー媒染剤を用いると、優れた画質の画像が得られ、かつ画像の耐光性が
改善される
【００９１】
　耐水化剤は、画像の耐水化に有効であり、これらの耐水化剤としては、特にカチオン樹
脂が望ましい。このようなカチオン樹脂としては、ポリアミドポリアミンエピクロルヒド
リン、ポリエチレンイミン、ポリアミンスルホン、ジメチルジアリルアンモニウムクロラ
イド重合物、カチオンポリアクリルアミド等が挙げられる。これらのカチオン樹脂の含有
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量は、インク受容層の全固形分に対して１～１５質量％が好ましく、特に３～１０質量％
であることが好ましい。
【００９２】
　耐光性向上剤、耐ガス性向上剤としては、フェノール化合物、ヒンダードフェノール化
合物、チオエーテル化合物、チオ尿素化合物、チオシアン酸化合物、アミン化合物、ヒン
ダードアミン化合物、ＴＥＭＰＯ化合物、ヒドラジン化合物、ヒドラジド化合物、アミジ
ン化合物、ビニル基含有化合物、エステル化合物、アミド化合物、エーテル化合物、アル
コール化合物、スルフィン酸化合物、糖類、水溶性還元性化合物、有機酸、無機酸、ヒド
ロキシ基含有有機酸、ベンゾトリアゾール化合物、ベンゾフェノン化合物、トリアジン化
合物、ヘテロ環化合物、水溶性金属塩、有機金属化合物、金属錯体等が挙げられる。これ
らの具体的な化合物例としては、特開平１０－１８２６２１号、特開２００１－２６０５
１９号、特開２０００－２６０５１９号、特公平４－３４９５３号、特公平４－３４５１
３号、特公平４－３４５１２号、特開平１１－１７０６８６号、特開昭６０－６７１９０
号、特開平７－２７６８０８号、特開２０００－９４８２９号、特表平８－５１２２５８
号、特開平１１－３２１０９０号等に記載のものが挙げられる。
【００９３】
　界面活性剤は、塗布助剤、剥離性改良剤、スベリ性改良剤あるいは帯電防止剤として機
能する。界面活性剤については、特開昭６２－１７３４６３号、同６２－１８３４５７号
の各公報に記載がある。
　界面活性剤の代わりに有機フルオロ化合物を用いてもよい。有機フルオロ化合物は、疎
水性であることが好ましい。有機フルオロ化合物の例には、フッ素系界面活性剤、オイル
状フッ素系化合物（例、フッ素油）及び固体状フッ素化合物樹脂（例、四フッ化エチレン
樹脂）が含まれる。有機フルオロ化合物については、特公昭５７－９０５３号（第８～１
７欄）、特開昭６１－２０９９４号、同６２－１３５８２６号の各公報に記載がある。
【００９４】
　硬膜剤としては特開平１－１６１２３６号公報の２２２頁、特開平９－２６３０３６号
、特開平１０－１１９４２３号、特開２００１－３１０５４７号、に記載されている材料
等を用いることが出来る。
【００９５】
　その他のインク受容層に添加される添加剤としては、顔料分散剤、増粘剤、消泡剤、染
料、蛍光増白剤、防腐剤、ｐＨ調整剤、マット剤、硬膜剤等が挙げられる。なお、インク
受容層は１層でも２層でもよい。
【００９６】
　記録紙及び記録フィルムには、バックコート層を設けることもでき、この層に添加可能
な成分としては、白色顔料、水性結着剤、その他の成分が挙げられる。バックコート層に
含有される白色顔料としては、例えば、軽質炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム、カオ
リン、タルク、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、炭
酸亜鉛、サチンホワイト、珪酸アルミニウム、ケイソウ土、珪酸カルシウム、珪酸マグネ
シウム、合成非晶質シリカ、コロイダルシリカ、コロイダルアルミナ、擬ベーマイト、水
酸化アルミニウム、アルミナ、リトポン、ゼオライト、加水ハロイサイト、炭酸マグネシ
ウム、水酸化マグネシウム等の白色無機顔料、スチレン系プラスチックピグメント、アク
リル系プラスチックピグメント、ポリエチレン、マイクロカプセル、尿素樹脂、メラミン
樹脂等の有機顔料等が挙げられる。
【００９７】
　バックコート層に含有される水性バインダーとしては、スチレン／マレイン酸塩共重合
体、スチレン／アクリル酸塩共重合体、ポリビニルアルコール、シラノール変性ポリビニ
ルアルコール、デンプン、カチオン化デンプン、カゼイン、ゼラチン、カルボキシメチル
セルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルピロリドン等の水溶性高分子、ス
チレンブタジエンラテックス、アクリルエマルジョン等の水分散性高分子等が挙げられる
。バックコート層に含有されるその他の成分としては、消泡剤、抑泡剤、染料、蛍光増白
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剤、防腐剤、耐水化剤等が挙げられる。
【００９８】
　インクジェット記録紙及び記録フィルムの構成層（バック層を含む）には、ポリマーラ
テックスを添加してもよい。ポリマーラテックスは、寸度安定化、カール防止、接着防止
、膜のひび割れ防止のような膜物性改良の目的で使用される。ポリマーラテックスについ
ては、特開昭６２－２４５２５８号、同６２－１３１６６４８号、同６２－１１００６６
号の各公報に記載がある。ガラス転移温度が低い（４０℃以下の）ポリマーラテックスを
媒染剤を含む層に添加すると、層のひび割れやカールを防止することができる。また、ガ
ラス転移温度が高いポリマーラテックスをバック層に添加しても、カールを防止できる。
【００９９】
　本発明は、本発明に係るインクジェット記録用インクを用いるインクジェット記録方法
にも関する。
　本発明のインクはインクジェットの記録方式に制限はなく、公知の方式例えば静電誘引
力を利用してインクを吐出させる電荷制御方式、ピエゾ素子の振動圧力を利用するドロッ
プオンデマンド方式（圧力パルス方式）、電気信号を音響ビームに変えインクに照射して
放射圧を利用してインクを吐出させる音響インクジェット方式、及びインクを加熱して気
泡を形成し、生じた圧力を利用するサーマルインクジェット方式等に用いられる。
　インクジェット記録方式には、フォトインクと称する濃度の低いインクを小さい体積で
多数射出する方式、実質的に同じ色相で濃度の異なる複数のインクを用いて画質を改良す
る方式や無色透明のインクを用いる方式が含まれる。
　好ましい被記録材と記録方式の組み合わせは、支持体上に白色無機顔料粒子を含有する
受像層を有する受像材料にインク滴を記録信号に応じて吐出させ、受像材料上に画像を記
録するインクジェット記録方法である。
【０１００】
　本発明のインクジェット記録用インクは、インクジェット記録以外の用途に使用するこ
ともできる。例えば、ディスプレイ画像用材料、室内装飾材料の画像形成材料及び屋外装
飾材料の画像形成材料などに使用が可能である。
【０１０１】
　ディスプレイ画像用材料としては、ポスター、壁紙、装飾小物（置物や人形など）、商
業宣伝用チラシ、包装紙、ラッピング材料、紙袋、ビニール袋、パッケージ材料、看板、
交通機関（自動車、バス、電車など）の側面に描画や添付した画像、ロゴ入りの洋服、等
各種の物を指す。本発明の染料をディスプレイ画像の形成材料とする場合、その画像とは
狭義の画像の他、抽象的なデザイン、文字、幾何学的なパターンなど、人間が認知可能な
染料によるパターンをすべて含む。
【０１０２】
　室内装飾材料としては、壁紙、装飾小物（置物や人形など）、照明器具の部材、家具の
部材、床や天井のデザイン部材等各種の物を指す。本発明の染料を画像形成材料とする場
合、その画像とは狭義の画像の他、抽象的なデザイン、文字、幾何学的なパターンなど、
人間が認知可能な染料によるパターンをすべて含む。
【０１０３】
　屋外装飾材料としては、壁材、ルーフィング材、看板、ガーデニング材料屋外装飾小物
（置物や人形など）、屋外照明器具の部材等各種の物を指す。本発明の染料を画像形成材
料とする場合、その画像とは狭義の画像ののみならず、抽象的なデザイン、文字、幾何学
的なパターンなど、人間が認知可能な染料によるパターンをすべて含む。
【０１０４】
　以上のような用途において、パターンが形成されるメディアとしては、紙、繊維、布（
不織布も含む）、プラスチック、金属、セラミックス等種々の物を挙げることができる。
染色形態としては、媒染、捺染、若しくは反応性基を導入した反応性染料の形で色素を固
定化することもできる。この中で、好ましくは媒染形態で染色されることが好ましい。
【実施例】
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【０１０５】
　以下、本発明を実施例によって説明するが、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１０６】
（合成例）
　以下、実施例に本発明の染料混合物の合成法を詳しく説明するが、本発明はこれらの実
施例に何ら限定されるものではない。
【０１０７】
　本発明の式（Ｙ－１）で表される染料は、例えば下記合成ルートから誘導することがで
きる。
　以下の実施例において、λｍａｘは吸収極大波長であり、εｍａｘは吸収極大波長にお
けるモル吸光係数を意味する。また、単に％と記載しているものは質量％を表す。
【０１０８】
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【化６】

【０１０９】
（合成例１）
　ＤＭＦ（Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド）４５０ｍＬと１，２－ジクロロエタン２４．
７５ｇ中に、室温で化合物（ａ）（２－アミノ－５－メルカプト－１，３，４－チアジア
ゾール（和光純薬工業（株）製／カタログ番号０１９－１１１２５））７６．５ｇを加え
、炭酸カリウム７９．５ｇを添加後に７０℃まで昇温して同温度で３０分間撹拌した。引
き続き、８０℃の温水３７５ｍＬを上記反応液中に１０分間かけて滴下し、内温２５℃ま
で冷却した。析出した結晶をろ別し、イオン交換水２５０ｍＬ、引き続きメタノール１５
０ｍＬで洗浄後７０℃にて一晩乾燥して化合物（ｂ）６５．１ｇを得た。
【０１１０】
（合成例２）
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　アミノイソフタル酸（（和光純薬工業（株）製／カタログ番号３２２－２６１７５））
（Ａ）１８１．２ｇをイオン交換水１０００ｍｌに懸濁後、濃塩酸２５７ｍＬを添加し、
氷浴で５℃に保った。そこへ亜硝酸ナトリウム６９．７ｇの水溶液１１６ｍｌを滴下した
（反応液Ａ）。亜硫酸ナトリウム３７８．１ｇの水溶液１３００ｍｌを内温２５℃で攪拌
し、そこへ上記反応液Ａを注入した。この状態で３０分攪拌した後、内温を３０℃まで加
熱して、６０分攪拌した。この反応液に塩酸５００ｍＬを添加し、すぐに内温５０℃まで
昇温した（反応液Ｂ）。この状態で９０分攪拌した後に、ピバロイルアセトニトリル（東
京化成（株）製／カタログ番号Ｐ１１１２）１２５．２ｇとイソプロパノール１００ｍＬ
を上記反応液Ｂに添加後、内温を９３℃まで昇温し、２４０分間攪拌した。室温まで冷却
後、析出した結晶（Ｃ）を吸引濾過し、結晶をイオン交換水１５００ｍＬ、続いてイソプ
ロパノール１０００ｍＬで洗浄後乾燥した。単離収率２２３．５ｇ。収率７３．７％。
【０１１１】
（合成例３）
　メタンスルホン酸１００ｍＬ、酢酸１２０ｍＬ、プロピオン酸１８０ｍＬ中に、室温で
化合物（ｂ）２９．２ｇを添加し、内温を４５℃まで昇温して均一溶液にした後に内温０
℃まで冷却した。引き続き、ＮａＮＯ２１４．７ｇとイオン交換水２７ｍＬの溶液を上記
均一溶液中に内温０～１０℃を保ちながら滴下し、内温５℃で１５分間撹拌して、ジアゾ
ニウム塩を調製した。合成例２で作成したカプラー成分（Ｃ）６０．６ｇ、メタノール６
００ｍＬ、エチレングリコール６００ｍＬから予め作成した溶液に、内温０～１０℃を保
つ速度で上記ジアゾニウム塩溶液を滴下した。引き続き、内温２５℃で３０分間撹拌した
。析出した結晶をろ過し、メタノール２５０ｍＬで洗浄後、粗結晶を６５０ｍＬの水に分
散し、その後内温８０℃で３０分間撹拌後室温まで冷却し、ろ過、水３００ｍＬで洗浄後
、６０℃で一晩乾燥して、６４．４７ｇの色素（Ｄ）を得た。
【０１１２】
（合成例４）
　予め調製したＫＯＨ（錠剤）１６．５ｇとイオン交換水４１４．９ｍＬの溶液中に、内
温２０～３０℃で上記合成例３で作成した色素（Ｄ）４６．１ｇを添加して溶解した。
　引き続き、酢酸カリウム４０．０ｇとメタノール２００ｍＬの溶液を上記色素水溶液中
に内温２５℃で滴下し、引き続き同温で１０分間撹拌した。その後、ＩＰＡ（イソプロパ
ノール）２４８８ｍＬを滴下して造塩し、同温度で３０分間撹拌後にろ過、ＩＰＡ５００
ｍＬで洗浄、７０℃で一晩乾燥して、４４ｇの式（Ｙ－１）で表される水溶性染料の粗結
晶を得た。
【０１１３】
（合成例５）
　イオン交換水７８．３ｍＬに式（Ｙ－１）で表される水溶性染料の粗結晶８．７ｇを室
温で溶解後、０．１Ｎ塩酸を用いて水溶液のｐＨ値を８．５に調整し、０．２μｍのメン
ブランフィルターでろ過後、ろ液中にＩＰＡ３９１．５ｍＬを内温２５℃で滴下した。析
出した結晶をろ過、ＩＰＡ１００ｍＬで洗浄後、８０℃で一晩乾燥して、７．８ｇの式（
Ｙ－１）で表される水溶性染料の精結晶を得た。｛λｍａｘ：４２８ｎｍ（Ｈ２Ｏ）、ε
ｍａｘ：４．２０×１０４｝　
【０１１４】
（合成例６）
　合成例４のＫＯＨをＮａＯＨに、酢酸カリウムを酢酸ナトリウムに変更した以外は、合
成例４及び合成例５と同様の操作を行い、７．７ｇの水溶性染料（Ｙ－２：一般式（Ｙ）
中のＭ＝Ｎａ＋）の精結晶を得た。
【０１１５】
（合成例７）
　合成例４のＫＯＨをＬｉＯＨに、酢酸カリウムを酢酸リチウムに変更した以外は、合成
例４及び合成例５と同様の操作を行い、７．４ｇの水溶性染料（Ｙ－３：一般式（Ｙ）中
のＭ＝Ｌｉ＋）の精結晶を得た。
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【０１１６】
（合成例８）
　合成例４のＫＯＨをＮＨ４ＯＨに、酢酸カリウムを酢酸アンモニウムに変更した以外は
、合成例４及び合成例５と同様の操作を行い、７．３ｇの水溶性染料（Ｙ－４：一般式（
Ｙ）中のＭ＝ＮＨ４

＋）の精結晶を得た。
【０１１７】
〔インク原液の調製〕　上記合成例５で得られた色材１である水溶性染料（Ｙ－１）、及
び、色材２として群Ａ中の１（Ｍ＝Ｋ＋イオン）／２（Ｍ＝Ｋ＋イオン）／３（Ｍ＝Ｋ＋

イオン）／８（Ｍ＝Ｋ＋イオン）＝１／３／１／２（質量比）を下記表３に示した質量比
率で含む混合物１００ｇを超純水９００ｇに室温で攪拌しながらこれらを完全に混合溶解
した。引き続き、平均孔径０．２μｍのメンブランフィルターを用いて不溶物のろ過を行
い、インク原液１を得た。
【０１１８】
　色材１、色材２、及び調液に使用する水の種類を変更し、また、染料の精製の有無を変
更した以外はインク原液１の調整と同様にして、インク原液２～６、１０１及び１０２を
それぞれ作製した。
【０１１９】
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【表３】

【０１２０】
＜実施例１～２２、比較例１及び２＞
〔インク液の調製〕
　上記で得られたインク原液１～６及び１０１～１０２を用い、以下に記載の成分に超純
水を加え１０００ｇとした後、３０～４０℃で加熱しながら１時間攪拌溶解した。その後
、平均孔径０．２５μｍのミクロフィルターで減圧ろ過しイエローインク液１～２２及び
１０１～１０２をそれぞれ調整した。
　イエローインク液１～２２及び１０１～１０２の重金属イオン濃度を原子吸光法によっ
て測定したところ、表４～６に記載のイオンが検出された。他にも微量の遷移金属イオン
が検出され、遷移金属イオンの総和は表４～６に記載の量となった。
【０１２１】
〔インク液の組成〕
【０１２２】
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【表４】

【０１２３】
【表５】

【０１２４】
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【表６】

【０１２５】
*アセチレングリコール系界面活性剤
　プロキセルＸＬ-ＩＩ（１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン、ＡＶＥＣＩＡ製）
【０１２６】
（画像記録及び評価）
　以上の本発明（インク液１～２２）及び比較例（インク液１０１～１０２）のインクジ
ェット用インクについて、下記評価を行った。その結果を表７に示した。
　なお、表７において、「にじみ」、「色移り」、「色相」、「色濃度」及び「画像の保
存安定性」は、各インクジェット用インクを、インクジェットプリンター（商品名：ＰＩ
ＸＵＳ　ｉＰ８６００；キヤノン製）でキャノン社製 フォト光沢フィルム ＨＧ２０１に
画像を記録した後で評価したものである。
【０１２７】
＜画像のにじみ及び色移りの評価＞
　前記画像を形成したフォト光沢紙を、１時間室温乾燥した後、１０秒間脱イオン水に浸
漬し、室温にて自然乾燥させ、滲みを観察した。滲みが少ないものをＡ、滲みが中程度の
ものをＢ、滲みが多いものをＣとして、三段階で評価した。
　また色移りを、連続６枚画像を記録し集積部に集積させ、全記録が終了後、記録紙の記
録面に重なっていた記録紙裏面の色移りを観察した。色移りが無いものを○、１枚でも色
移りがあるものを×で評価した。
【０１２８】
＜画像品質評価（色調）＞
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　上記で得られた各インクをそれぞれ、熱エネルギーを利用したインクジェット記録装置
（商品名：ＰＩＸＵＳ　ｉＰ８６００；キヤノン製）に搭載した。記録条件を、温度２３
℃、相対湿度５５％、記録密度２，４００ｄｐｉ×１，２００ｄｐｉ、吐出量２．５ｐＬ
とした。そして、上記と同様の記録媒体に記録デューティを６０％とした画像を形成して
、画像を温度２３℃、相対湿度５５％で２４時間自然乾燥した。このようにして得られた
記録物の画像の部分について、分光光度計（Ｓｐｅｃｔｏｒｏｌｉｎｏ；Ｇｒｅｔａｇ　
Ｍａｃｂｅｔｈ製）を用いて色相角を測定し、色調の評価を行った。色調の評価基準は以
下の通りである。評価結果を表７に示した。本発明においては、下記の評価基準でＡＡ、
Ａ及びＢを許容できるレベル、Ｃを許容できないレベルとした。
　ＡＡ：色相角が８８°以上９０°以下。
　Ａ：色相角が８５°以上８８°未満、又は９０°より大きく９２°以下。
　Ｂ：色相角が８３°以上８５°未満、又は９２°より大きく９４°以下。
　Ｃ：色相角が８３°未満、又は９４°より大きい。
【０１２９】
＜画像の保存安定性評価＞
　画像の保存安定性については、イエローのベタ画像印字サンプルを作成し、以下の評価
を行った。（１）光堅牢性は印字直後の画像濃度Ｃｉを反射濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ３１０
ＴＲ）にて測定した後、アトラス社製ウェザーメーターを用い画像にキセノン光（８万５
千ルックス）を１０日照射した後、再び画像濃度Ｃｆを測定し染料残存率（１００×Ｃｆ
／Ｃｉ）を求め評価を行った。染料残像率について反射濃度が１、１．５及び２の３点に
て評価し、いずれの濃度でも染料残存率が７０％以上の場合をＡ、２点が７０％未満の場
合をＢ、全ての濃度で７０％未満の場合をＣとした。（２）熱堅牢性については、８０℃
１５％ＲＨの条件下に１０日間、試料を保存する前後での濃度を、反射濃度計（Ｘ－Ｒｉ
ｔｅ３１０ＴＲ）にて測定し染料残存率を求め評価した。染料残像率について反射濃度が
１，１．５，２の３点にて評価し、いずれの濃度でも染料残存率が９０％以上の場合をＡ
、２点が９０％未満の場合をＢ、全ての濃度で９０％未満の場合をＣとした。
【０１３０】
　何れの濃度でも色素残存率が８０％以上の場合をＡ、１又は２点が８０％未満をＢ、全
ての濃度で７０％未満の場合をＣとして、三段階で評価した。
【０１３１】
＜ブロンズ現象＞
　ブロンズ現象発生の有無については、記録した直後の画像を２４時間乾燥させた後で、
目視にて観察して評価した。ブロンズ光沢が全く確認できなかったものを○、僅かながら
ブロンズ光沢が確認されたものを△、明らかにブロンズ光沢が確認されたものを×とした
。なお、ブロンズ現象が発生すると印字濃度はブロンズ現象がない場合よりも低くなるこ
とによっても確認できる。
【０１３２】
　以上で得られた結果を表７に示す。
【０１３３】
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【表７】

【０１３４】
＜実施例２３～２９＞
　インク原液１中における色材１及び色材２の種類及び量を、下記表８に示すように変更
した以外は、インク液１と同様にインク組成物を調製した。
　また、インク組成物中における第１の色材の含有量（質量％）に対する第２の色材の含
有量（質量％）の質量比率（〔群Ａから選択される少なくとも１種の化合物の含有量〕／
〔一般式（Ｙ）、又は式（Ｙ－１）の化合物の含有量〕）を「色材２／色材１」として下
記表８に示した。
　これらインク組成物をインク液１と同様に評価した結果を表９に示した。
【０１３５】
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【表８】

【０１３６】
【表９】

【０１３７】
　表７及び９に示される結果より、本発明のインク組成物をインクジェット記録に用いた
場合、比較例に比べ、受像紙へのインクの浸透性を向上させ、インク滲み及び色移りを防
止することができる。また、印画物の金属様光沢、いわゆるブロンズ現象を高いレベルで
改良し、保存安定性に優れることが分かる。
　なお、本発明において使用する受像紙をＥＰＳＯＮ社製ＰＭ写真用紙、キャノン社製 
ＰＲ１０１に変更した場合でも上記結果と同様の効果が見られる。
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